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雪とけて村いっぱいの子どもかな 小林一茶 
 

◆雪遊びの楽しさ 

 雪がたくさん降った2月。通常通りの授業ができるかと心配

した日もありましたが、子どもたちは雪遊びをたっぷり楽しむ

ことができました。体育の授業での雪遊びだけでなく、朝休み

や昼休みに運動場で雪遊びを楽しむ姿がたくさん見られました。

中にはジャンパーも手袋もしないで運動場に飛び出す子もいま

した。降ってくる雪をものともせず、雪遊びを楽しむ子どもた

ちの姿を見て、なんとも微笑ましく、頼もしく感じました。

右上の詩からも雪の日を楽しむ子どもの姿が目に浮かびます。 

 

 雪遊びには次のようなメリットがあるそうです。 

① 身体機能を高める 

雪の中で歩いたり走ったりすることは、普段使わない

筋肉を使い、身体機能を高めるのに役立つそうです。つ

るつるに固まってしまった雪の上で転ばないようにする

ことでバランス感覚や体幹も鍛えられそうです。大変な

動きでも楽しく続けられることは雪遊びならではかもし

れません。 

② 創造性を高める 

雪は様々なものに形を変えることができます。雪だる

ま、雪うさぎ、かまくらなど作って遊ぶことができます。

ジャンプ台ですべって遊ぶこともできます。雪の中で子どもたちは思い思いに造形活動を楽し

むことができます。雪の積もった運動場は広いアトリエで、雪は真っ白なキャンバス・・といえ

るかもしれません。子どもたちが思いっきり遊んだ後には、友だちと力を合わせて作った小さ

な雪だるまがたくさんできていて、素敵なアートを見ているようでした。 

 

大人にとってはやっかいな雪であることが多いのですが、子どもたちにとっては楽しみな雪でも

あります。子どもたちの豊かな感性を自然が育んでくれているのだと思いました。 

          学校だより 
金沢市立森本小学校 

令和 7年 2月 27日 

校長 坂井 文代 
校訓：強き 正しき 温かき 
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◆4月からの児童数・学級数について            ※2月 27日現在 

 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 あおぞら そよかぜ 合計 

児童数 ８２ ８９ ９４ ８３ ８９ ９０ ８ ３ ５３８ 

学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ １ １ ２０ 

令和７年度の児童数・学級数は 2/27 現在、上記のようになっております。転出予定がある場合

は、すぐにお知らせください。 

◆町別児童会＆集団下校 3月 19日（水）１３：５０下校開始予定 

 6 年生が卒業し、新しく集団登校のリーダーになる児童もいます。メンバーや安全な集団登校の

仕方について確認するために町別児童会を行います。集団下校の訓練も併せて行いますので、自宅

以外の場所（学童や祖父母宅など）に帰る場合は、お子さんに伝えていただくとともに担任にも必

ずお知らせください。 

◆学校運営協議会より 

1 月 29日に行われた第3回「学校運営協議会」では、次のような意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教員の業務内容を考えると時間外勤務時間月45時間を超えないようにするのは難しい。保護者同

士のつながりを強めて、先生方の保護者対応等の時間を短縮できるようにしたい。今年度始めた

茶話会もその一例であり、今後、他学年に拡大していきたい。 

・育友会会長の仕事も負担を減らしていかなければならない。 

・地域には元保育園の先生、小学校の先生がいる。子どもたちはみんな勉強ができる子になりたい。

そのような子を見るのは元先生の生きがいにもなる。基礎学力をつけるために、ぜひ力を貸した

い。 

・岩波新書「学力喪失」を読んでショックを受けた。学力がつくように教えてほしいが、一人一人に手

が回らない実態がある。先生を支援する人たちが必要である。地域の潜在的な力を利用するのが

一つの手であると感じた。 

・小学校の時に基礎的な力がついていないと中学校に行って大変になる。小学校での学習習慣は大

切である。 

・九九の習熟時など、時期に応じてサポートを募ったらどうか。人手が必要な時に柔軟に対応できる

ようにしたらどうか。 

・授業参観で、子どもたちが主体的に学ぶ姿が見られていてよかった。スクールフォーラムの人数が

少なかったのは天候のせいもあるだろうが、保護者にはもっと関心を持ってほしい。人間力の育

成のため、協力していきたい。 

R6運営協議会委員の皆様（敬称略）    一年間、ありがとうございました 

早川森本公民館長、小浦湖南公民館長、森川森本地区連合町会長、奥野湖南地区連合町会長 

大野おおのこどもクリニック医院長、濵中森本中学校長、斉藤民生委員、長谷川八田保育所長 

浦島双葉保育所長、中野マーヤクラブ代表、大森育友会長、桶谷地域コーディネーター 

米澤地域コーディネーター、学校長  事務局：教頭、主幹教諭 



 

 

 

 

 

明日はきっといい天気 タイムスリップ toR234 

６年生のためにマーチ＆はいよろこんで アイワンダーダンス～感謝を伝えんだ～ 

感謝のフルコース 

司会進行＆ 

入退場曲演奏＆幕間＆・・・ 

６年生を送る会は、それぞれの学年からの感謝やエールの気持ちが伝

わり合うあたたかな会になりました。子どもたち一人一人の成長が感じ

られる場面もたくさんあり、子どもたちも職員も幸せな気持ちに包まれ

る貴重な時間でした。準備等でおうちの方にもご協力いただきましたこ

と、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

写真はホームページにも 

載っています 


